
 

 

 

 

 

 

２学期が始まって早くも１か月が過ぎました。朝夕には少しずつ秋の気配が感じられるようになりました

が、子どもたちは毎日元気に学校生活を送っています。 

２学期は、子どもたちがさまざまな経験を通して大きく成長する行事の多い学期です。中でも１０月には

運動会を予定しており、現在、子どもたちは本番に向けて練習に励んでいます。仲間と力を合わせながら、

一人一人が達成感を味わえる運動会となるよう取り組んでまいります。保護者の皆様のご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。 

 

  

 
2学期も全校で３つのチームの取組を頑張っています！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「やさしく」チーム・・・係活動 

「かしこく」チーム・・・語彙力を増やす 

 

「元気よく」チーム・・・身の回りの危険に気づく 
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行事の 2 学期です！ 

「かしこく」「やさしく」「元気よく」３つのチームの取組 

・一人一人の役割を大切にした係活動 

・活動の様子を伝え合い、お互いのよさに気づく 

・さまざまな語彙を活用した日記・スピーチ 

・「言葉の宝箱」の活用 

・危機察知トレーニング 

・ポジティブハザードマップの作成 

・校内安全の見直し 

mailto:kotoku-s@edu.city.kyoto.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 10月行事予定 保健行事

1 木 朝会　安全指導 フッ化物洗口

2 金 わあのなかま　委員会⑥　たてわり遊び

3 土

4 日 福神社祭礼・子ども神輿巡行

5 月 2年ひらがな補充指導⑥

6 火 検尿

7 水 食育指導１－１ 検尿

8 木 ２－１以外給食後完全下校 フッ化物洗口

9 金 わあのなかま　クラブ⑥　食育指導１－２

10 土 区民体育祭前日準備

11 日 区民体育祭

12 月 スポーツの日（区民体育祭予備日）

13 火 銀行振替日

14 水 運動会全校練習①②

15 木
運動会全校練習予備日　2年ひらがな補充指導⑥

５年大根間引き⑤
フッ化物洗口

16 金
わあのなかま　運動会前日準備５・６年⑤

運動会係活動５・６年⑥　１～４年給食後完全下校

17 土 運動会

18 日

19 月 代休日

20 火 たてわり遠足高学年会議 再検尿

21 水 １－２給食後下校

22 木 フッ化物洗口

23 金 運動会予備日　5時間授業・完全下校

24 土

25 日 ６年陸上記録会・持久走大会

26 月
銀行再振替日　2年ひらがな補充指導⑥

完全下校
視力検査１年・ひかり

27 火 なかよしタイム５年　たてわり班会議 視力検査２年

28 水
食育指導２－１

1年放課後まなび教室開講式
歯科検診３・５・６年

29 木
フッ化物洗口

視力検査３年

30 金 わあのなかま　クラブ⑥　食育指導２－２ 視力検査５年

31 土 １DAYキャンプ

【11月の主な予定】

　２日（月）全校遠足（お弁当）

　５日（木）６－１以外給食後完全下校

　６日（金）松原中学新入生説明会

１０日（火）松原中学制服採寸

１２日（木）育成にこにこ大会

１３日（金）給食後完全下校

１８日（水）就学時健診　給食後完全下校

２４日（火）５年わくわくワークランド（お弁当）

２６日（木）授業参観・懇談会

２７日（金）５時間授業・完全下校

３０日（月）木曜校時・完全下校

１１月までの予定を入れていますが、

変更する可能性もあります。変更につき

ましては、その都度、学校だよりや各学

年からの通信、学校 HP・すぐーるなど

でお知らせさせていただきます。 



 

講談社が主催する「全国訪問おはなし隊」が、絵本と物語を子どもたちに届けるために、キャラバンカーに乗って、

光徳小学校に来てくださいました。１～３年生には学年ごとにおはなし会をしていただきました。また、たくさんの本

を乗せたキャラバンカーは高学年も昼休みに自由に見学することができました。子どもたちはおはなし会やキャラバ

ンカーでの読書を心から楽しみ、本に親しむ貴重な機会となりました。「全国訪問おはなし隊」のみなさま、ありがと

うございました。 

 

 

 

 

 

  

名古屋方面へ１泊２日の修学旅行に行ってきました。まず訪れたのは東山動植物園です。東山動植物園は、

日本一の動物種数を誇る動物園として知られており、京都市動物園では見られない珍しい動物にもたくさ

ん出会うことができました。次に、名古屋市科学館を訪れました。「極寒ラボ」や「竜巻ラボ」などの大型

展示に加え、科学の不思議を体験しながら学べる多彩な展示があり、子どもたちは夢中になって見学してい

ました。また、世界最大級のプラネタリウムでは美しい星空を鑑賞し、宇宙と地上を行き来する「宇宙エレ

ベーター」についての興味深い話を聞くことができました。その後は御園小町でお土産を購入し、ホテルへ

向かいました。夜には広間でレクリエーションを行い、楽しい時間を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

２日目の朝食は、名古屋名物を取り入れたバイキングで、子どもたちは何度もおかわりをしながら、さま

ざまなメニューを楽しんでいました。ホテルを出発した後は、名古屋城を見学しました。間近で見る名古屋

城の壮大な姿や、天守を飾る金のしゃちほこに目を輝かせていました。また、本丸御殿では、きらびやかな

障壁画や精巧な欄間彫刻などを熱心に見学していました。最後に訪れたのは名古屋港水族館です。イルカや

シャチによるダイナミックなパフォーマンスは迫力満点でした。また、群れをなして泳ぐイワシのトルネー

ドやウミガメのフィーディングの様子など、普段なかなか見ることのできない海の生き物たちの姿を観察

することができました。各見学地でのお土産選びも楽しい時間となり、子どもたちは家族や友達のことを思

い浮かべながら選んでいました。 

あいにくの雨模様の２日間となりましたが、子どもたちはグループで協力し合い、自分の係の仕事にも責

任をもって取り組みながら、充実した活動を行うことができました。修学旅行を通して、仲間と助け合うこ

との大切さや、集団行動における責任感を学ぶことができました。２学期には運動会も控えています。今回

の経験を生かし、最高学年としてさらに成長し、活躍してくれることを期待しています。 

 

 

全国訪問おはなし隊キャラバンカー 9/15（火） 

6 年修学旅行    名古屋方面 ９/８（火）・９（水） 



一人一人の花を咲かせるために 

 

「世界に一つだけの花」という曲をご存じでしょうか。発売から長い年月が経った今でも、多くの人に親しまれて

いる歌です。私も好きな曲の一つです。この曲の中には、「ナンバーワンにならなくてもいい もともと特別なオンリ

ーワン」という有名な歌詞があります。 

私たちは子どもの頃から、テストの点数や運動の記録、勝ち負けなど、様々な場面で人と比べる経験をします。も

ちろん、目標に向かって努力することは大切です。しかし、この歌が多くの人の心に届くのは、「みんな同じである必

要はない」「それぞれに良さや価値がある」というメッセージが込められているからではないでしょうか。 

 

１０月のなかよしタイムでは、絵本「かっくん」を通して、一人一人の「ちがい」について考えました。この絵本は、

まわりのみんなが丸い形をしている中で、一人だけ四角い形をした「かっくん」が主人公です。かっくんは、自分だけ

みんなと違うことを気にしていましたが、仲間との関わりの中で、四角い形だからこそできることや役に立てることが

あることに気付きます。そして、自分の形を受け入れ、自分らしく過ごせるようになっていくお話です。 

子どもたちは、「みんな同じじゃないからおもしろい」「ちがいがあるから助け合える」といった考えに触れました。

友だちと比べて自分にないものに目が向いてしまうこともありますが、一人一人が違うからこそ、それぞれの良さが

生まれます。また、自分にできないことを誰かが補い、誰かにとって難しいことを自分が支えることもできます。 

この考え方は、学校生活だけでなく、社会の中でも大切にされていると思います。様々な人がいるからこそ、新し

い考えが生まれたり、お互いを支え合ったりすることができます。ちがいは壁ではなく、みんなでよりよく生きていく

ための力になるのだと思います。 

 

さて、子どもたちは今、運動会に向けて練習をがんばっています。ダンスが得意な子もいれば、走ることが得意な

子もいます。大きな声で応援することが得意な子、人を励ますことが得意な子もいます。運動会は、速く走れること

や上手に踊れることだけが価値ではありません。それぞれの得意なことやがんばり方を生かしながら、一つの行事

をつくり上げていくことに大きな意味があります。 

子どもたちには、運動会の取組や日々の学校生活を通して、「みんなちがっていい」「ちがいがあるからこそ助け

合える」ということを感じてほしいと思います。そして、自分や友達の良さを認め合いながら、一人一人が自分らしい

「世界に一つだけの花」を咲かせてほしいと願っています。 

 

文責：２年１組担任 竹川達也 

 

 


